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科目名 単位 年次 科目の特性と履修方法
スポーツ演習
実技・理論
８ ２３ 地域スポーツ指導者や企業内スポーツ指導者を志向する学生の育成コース・実技・理論・指導法等を学習する。
スポーツ演習
卒論
４ ４ スポーツに関する諸問題を調査･研究し論文にまとめる。
大綱化をめぐって－スポーツ・健康領域私案一
III-2）各コースの特徴について
a）必修実技・理論統合型「スポーツ総合」
スポーツ科学は、実践から得た知見を理論的に裏付けていく科学といっても過言ではない。この
様な視点からすれば現行の理論は理論、実技は実技といった分離方式では十分な成果が期待できず、
ともすれば理論のための理論といった弊害が生じるきらいがあった。
そこで一年次には、「スポーツと健康の科学･基礎コース」を念頭に置いた必修実技･理論統合型
の「スポーツ総合」を置き、大学生として必要不可欠な基礎知識をこのコースで修得させることが
主眼となる。従来実技担当教員の自由裁量に委ねられていたカリキュラム内容も、担当教員と密接
な連携を保ちながら実践と理論の内容について相互に検討を加え、一定の枠組みと計画的に配列し
た学部独自のカリキュラムを編成する。これによって、中学・高校段階では得られなかった、スポ
ーツ科学の最新知識や生涯スポーツの在り方など実践と理論に裏付けられた指導が期待できる。
b）自由選択型「スポーツ」
２年次からは、基礎コースの必修統合型「スポーツ総合」の単位を取得した者に限り、選択種目
｢スポーツ」を設ける。このコースは、中学･高校の実技カリキュラムにみられるような、浅く広く
スポーツを体験させるものと異なり、その道のスペシャリストから専門技術・トレーニング法・ル
ールの解釈等をより深く学習することを目的とする。
スポーツ種目の特性によっては、当然大学教員の枠を越えた、実技能力と理論に優れた人材の採
用が望ましく、現行人事規定の一部見直しも必要となる。２年次からの選択種目化と「シーズン集
中スポーツ」導入に伴い、既存スポーツ施設の運用にも余裕が生じ、「統合型スポーツ総合」におい
てもより一層魅力ある授業展開が可能となろう。
c）自由選択型「健康の科学」
現行の保健理論を改称したもので、基礎コースの必修統合型「スポーツ総合」の単位を取得した
者に限り、２．３．４学年にわたって履修できるようにする。このコースは最新の医学的知見をベ
ースに大学生の健康問題を理論的に追及するものであり、担当教員は心身の健康に関するカウンセ
リング能力にも優れた人材が望ましい。
d）自由選択型「スポーツ演習」
基礎コースの必修統合型「スポーツ総合」の単位を取得した者に限り、将来地域や企業内スポー
ツの指導者として、実技指導・企画・クラブ迎営などに参画を希望する学生を対象とし、専門スポ
ーツに加えたスポーツ全般の実技指導法を学びながら、連動処方、生理学、栄養学、スポーツ障害
等の基礎理論を身につけた人材の育成を目指し、さらに４年次にはスポーツ・健康に関する諸問題
を調査・研究し卒業論文として提出させる。
e）体育会所属学生の体育実技
－７７－ 
法政大学体育研究センター紀要
現行では、体育会所属の学生は体育実技についてのみ当該所属部から単位を認定されているが、
今後は基礎コースの必修統合型「スポーツ総合」を当該所属部が単位を認定し、２年次以降は、ス
ポーツ・健康の科学のいずれも一般学生と同一方法にて履修する。これによって、一般学生と体育
会学生との交流が深まるとともに、体育会活性化にもつながると思われる。
1V）結語
二十一世紀への生き残りをかけ、各大学では改革に向けての激しい議論がされつつあると聞く。
しかし大学保健・体育の見直しつにいては、模様眺めといった状況下にあって具体的計画や改革案
が提示されたとの話は今だ聞いていない。今回提示した改革私案は、筆者が本学に職を得てから学
生に体育理論を講義し、スポーツ実技を指導していくなかで生じた矛盾をどのように解決出来得る
かを検討していた過程のなかで作成されたものであり、苅谷私案の域を全くでていないものである
ことをお断りしておく。
この私案がこれから始まるであろう改革議論の火付け役となり､徹底した議論を経て画期的な｢法
政大学スポーツ・健康教育カリキュラム」なるものが誕生してくれればと密かに願うものである。
－７８－ 
